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「
票
崇
二
品
功
労
者
な
ど
表
彰

さ
わ
や
か
な
こ
の
秋
、
町
で
は
十
一
月
三
日
文
化
の
日
を
中
心
に
式
巻

ま
つ
り
″
を
盛
大
に
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

三
日
に
は
菊
の
香
蔓
る
町
民
会
館
の
式
場
で
、
野
添
芳
尾
氏
、
千
々
和
英

一
氏
、
未
聞
定
三
郎
氏
の
三
氏
に
「
名
誉
町
民
称
号
」
の
贈
呈
な
ど
行
政
功

労
者
、
教
育
功
労
者
、
善
行
者
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
積
体
育
大
会
、
華
道
展
、
香
道
展
、
生
活
工
夫
展
、
各
種
商
品

即
売
会
が
全
町
に
別
れ
た
会
場
で
行
な
わ
れ
、
年
々
盛
ん
に
な
っ
て
き
た

．
水
巻
ま
つ
り
〟
を
楽
し
む
人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

表
彰
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
敬
称
略
）

水
巻
町
表
彰
者

◎
町
の
公
益
及
び
振
興

発
展
に
尽
力
し
た
功

績
顕
著
な
者

嶺

武
雄
（
下
二
・
七
十
五
歳
）

頃
末
土
地
改
良
区
を
設
立
し
、
理

事
長
代
理
と
し
て
土
地
改
艮
事
業
の

推
進
に
努
力
さ
れ
、
町
農
業
の
振
興

・
農
業
経
営
に
貢
献
さ
れ
た
。

永
沼
　
満
（
伊
佐
座
・
・
七
十
三
歳
）

上
区
土
地
改
良
区
を
設
立
し
、
理

事
長
と
し
て
土
地
改
良
事
業
の
推
進

に
努
力
さ
れ
、
町
農
巣
の
振
興
・
魔

兼
経
営
に
貢
献
さ
れ
た
。

佃
　
l
美
（
猪
熊
・
七
十
二
歳
）

一
猪
熊
土
地
改
艮
区
を
設
立
し
、
理

事
長
と
し
て
土
地
改
良
事
業
の
推
進

に
努
力
さ
れ
、
町
農
業
の
振
興
・
廃

業
経
営
に
貢
献
さ
れ
た
。

◎
孝
子
、
節
婦
、
そ
の
他

善
行
者
で
町
民
の
儀
表

と
な
る
者

机
社
宅
青
年
会
（
二
十
名
）

（
高
尾
区
・
十
八
歳
）

本
年
二
月
、
水
巻
中
学
校
プ
ー
ル

で
幼
児
が
仮
死
状
態
と
な
っ
て
い
る

の
を
発
見
、
服
の
ま
ま
で
救
助
し
、

こ
の
た
め
幼
児
は
一
命
を
助
か
っ

た
。

島
崎
熊
市
（
二
町
住
・
六
十
八
歳
）

雪
の
夜
も
、
暴
風
雨
の
夜
も
ち
ょ

う
ど
九
時
半
、
拍
子
木
の
音
と
「
火

の
用
心
、
お
や
す
み
前
戸
締
り
用

心
」
の
芦
が
二
町
住
の
す
み
ず
み
ま

で
ひ
び
く
。
耳
に
補
聴
器
を
あ
て
、

曲
っ
た
腰
に
か
さ
を
し
ぼ
り
、
六
十

八
歳
の
島
崎
さ
ん
が
一
日
も
欠
か
さ

ず
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
感
か
ら
な
さ

れ
て
い
る
夜
廻
り
は
、
二
町
住
全
家

庭
の
感
謝
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

◎
消
防
団
員
永
年
勤
続
者

平
城
茂
幸
（
第
三
分
団
）

◎
町
職
員
永
年
勤
続
者

小
林
澄
雄
　
吉
田
久
子

増
田
久
子

水
巻
町
教
育
委
員

会
表
彰
者

◎
永
年
勤
続
者

吉
良
英
人
（
水
巻
中
〕
岡
　
満
子

下
二
小
）
伊
藤
義
人
（
下
二
小
）

入
江
和
子
（
頃
未
小
）
高
橋
幸

枝
（
机
小
）
荒
瀬
貴
美
子
（
猪
熊

小
）
柴
田
サ
ダ
子
（
猪
熊
小
）

◎
学
校
教
育
に
功
労
の
あ

っ
た
者

伊
勢
村
重
吉
（
梅
ノ
木
・
五
十
歳
）

一
町
民
と
し
て
心
身
障
害
児
童
と

そ
の
家
庭
に
温
か
い
手
を
さ
し
の

べ
、
特
に
こ
れ
ら
児
童
の
教
育
に
深

い
関
心
と
協
力
を
惜
し
ま
ず
猪
熊
小

特
殊
学
級
の
蔭
の
教
師
的
存
在
と
な

っ
て
い
る
。
現
在
「
水
巻
町
手
を
つ

な
ぐ
親
の
会
」
会
長
で
あ
り
、
昨
年

福
岡
県
精
神
薄
弱
育
成
会
か
ら
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

◎
社
会
教
育
に
功
労
が
あ

っ
た
者

田
川
良
雄
（
片
山
区
・
五
十
三
歳
）

昭
和
二
十
七
年
四
月
、
片
山
区
公

民
館
運
営
委
員
と
し
て
公
民
館
活
動

に
入
る
や
、
公
民
館
長
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
る
現
在
ま
で
片
山
区
公
民

館
活
動
の
中
核
と
な
ら
れ
て
き
た
。

特
に
子
供
育
成
に
は
、
三
と
年
珠

◎
学
校
教
育
に
多
額
の
寄

付
行
為
を
さ
れ
た
者

三
原
機
工
株
式
会
社

社
長
三
原
要
（
久
留
米
市
）

同
氏
は
頃
末
小
学
校
特
殊
学
級
に

算
部
を
設
立
す
る
な
ど
今
精
力
を
江

入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
四
十
年
十

一
月
か
ら
民
生
委
員
と
し
て
区
民
の

よ
き
相
談
相
手
と
な
り
、
閉
山
後
の

困
難
な
地
域
で
一
人
地
区
の
た
め
に

奔
命
さ
れ
て
い
る
姿
は
尊
い
。

藤
井
輝
雄
（
三
ツ
頭
区
・
四
十
八
歳
）

地
区
の
子
供
育
成
会
戎
寒
声

を
満
て
現
在
同
会
長
、
ま
た
公
民
館

副
分
館
長
を
七
年
に
わ
た
り
勤
め
る

な
ど
、
常
に
居
住
区
の
先
頭
に
た
っ

て
社
会
教
育
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い

る
。
な
か
で
も
小
供
育
成
、
不
良
化

防
止
に
は
多
大
の
功
棟
を
璃
さ
れ
て

い
る
。

坂
本
　
武
（
三
ツ
頭
区
・
三
十
歳
）

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
北
九
州
第

一
団
少
年
隊
々
長
。
昭
和
二
十
四
年

隊
結
成
以
来
十
七
年
間
、
た
え
ず
地

区
子
供
会
の
中
心
と
な
っ
て
指
導
育

成
に
あ
た
ら
れ
た
。

人
品
ナ
空
立
屋
敷
）

お
二
人
は
凹
人
の
子
女
の
違
背
に

努
力
さ
れ
三
大
の
健
康
優
良
児
を

育
て
ら
れ
た
。
そ
の
努
力
と
H
満
な

る
家
庭
は
、
他
家
庭
の
範
と
な
る
も

の
で
あ
る
。

野
添
　
芳
尾
氏

（
吉
田
三
・
六
十
八
歳
）

村
議
・
警
防
団
長
を
歴
任
。
さ
ら

に
町
商
工
会
育
て
の
親
で
も
あ

る
。
氏
は
、
常
に
町
の
発
展
に
率

先
協
力
さ
れ
そ
の
有
形
無
形
の
功

労
は
ま
こ
と
に
大
き
い
。
な
か
で

も
学
校
教
育
に
は
深
い
理
解
を
寄

せ
ら
れ
、
多
額
の
浄
財
で
も
っ
て

教
育
設
備
の
拡
充
に
貢
献
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
功
絹
に
た
い
し
紺

綬
褒
章
を
二
度
受
章
さ
れ
て
い

る
。

千
々
和
英
一
氏（

二
・
七
士
ハ
歳
）

現
在
随
感
の
遠
に
あ
る
遠
賀
信

用
金
庫
の
育
て
の
親
で
あ
り
、
さ

ら
に
は
、
現
農
業
協
同
組
合
の
前

身
で
あ
る
信
用
組
合
の
創
設
者
で

あ
る
。
氏
が
多
年
同
金
庫
理
事

町
議
会
議
負
を
歴
任
。
氏
の
温
厚

誠
実
な
人
柄
は
と
も
す
れ
ば
名
利

を
追
う
人
が
多
い
現
今
、
常
に
影

の
人
と
し
て
商
工
業
者
の
育
成
、

信
用
金
庫
の
発
展
に
つ
く
さ
れ
、

ひ
い
て
は
町
の
振
興
に
多
大
の
貢

献
を
さ
れ
た
。
そ
の
功
労
は
、
豪

華
な
装
飾
に
い
ろ
ど
ら
れ
た
中
で

た
だ
三
、
深
く
重
く
静
か
に
輝

題

．．．．＿」

野
添
・
千
々
和
・
末
岡
の
三
氏

長
と
し
て
、
本
町
商
工
共
の
振

興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
は
絶
大

で
あ
る
。
ま
た
高
遠
な
る
識
見

で
も
っ
て
、
戦
前
戦
後
の
思
想

混
乱
期
に
社
会
学
級
を
開
設
さ

れ
、
社
会
教
育
発
展
の
礎
石
を

も
築
か
れ
た
。

禾
同
定
三
郎
氏

（
頃
末
・
七
土
ハ
歳
）

商
工
会
理
事
・
信
用
金
庫
理
事

く
金
剛
石
と
い
え
よ
う
。

※
今
ま
で
に
「
水
巻
町
名
誉
町
民
」

の
称
号
を
贈
ら
れ
た
人
は
、
住
吉

虎
之
助
氏
（
故
人
）
、
矢
野
俊
次

氏
、
大
貝
五
十
三
氏
と
な
っ
て
い

ま
す
。

写
真
は
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈

ら
れ
た
野
添
芳
尾
氏
（
右
）
と

未
同
定
三
郎
氏
（
左
）
。
千
々
和

氏
は
病
気
の
た
め
欠
席
さ
れ
た
。

1　印鑑　2　米穀通帳　3　国民年金手帳
（加入者のみ）　4　国民健康保険被保険

者証（加入者のみ）　　　ぐ▼

対
し
特
殊
教
育
用
機
彗
機
材
を
寄

付
さ
れ
た
。

社
会
福
祉
協
議
会

表
彰

◎
優
良
更
正
者

比
轟
英
明
（
吉
田
の
二
・
三
十
五
歳
）

氏
は
昭
和
三
十
八
年
八
月
、
日
炭

勤
務
中
負
傷
し
、
右
大
た
い
部
か
ら

切
断
の
身
と
な
り
、
不
自
由
な
体
に

も
か
か
わ
ら
ず
幾
多
の
困
難
を
克
服

さ
れ
、
老
母
を
扶
養
さ
れ
な
が
ら
理

容
技
術
を
習
得
し
、
自
立
更
正
を
は

か
り
な
お
身
体
障
害
者
の
更
正
指
導

に
努
力
さ
れ
て
い
る
。

行
正
豊
子
（
机
・
五
十
五
歳
）

行
正
さ
ん
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期

に
未
亡
人
と
な
ら
れ
な
が
ら
女
手
ひ

と
つ
で
三
人
の
子
供
と
両
親
の
養
育

に
あ
た
ら
れ
二
町
五
反
の
農
耕
に

従
事
さ
れ
、
家
族
の
主
柱
と
な
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
町
母
子
福
祉
会
の
会

長
と
し
て
母
子
家
庭
の
世
話
に
奔
走

さ
れ
会
員
の
励
み
と
な
っ
て
い
る
。

本
青
年
会
は
結
成
以
来

常
に
一
致
し
て
研
賛
に
努

め
、
積
極
的
に
公
民
館
活

動
に
協
力
し
て
き
た
が
、

特
に
昨
年
か
ら
夏
期
の
間

自
発
的
に
夜
警
間
を
組
織

し
、
高
松
事
務
所
、
山
の

神
バ
ス
停
附
近
の
警
戒
に

あ
た
り
夜
間
の
婦
女
子
の

通
行
を
助
け
、
ま
た
地
域

の
老
人
に
青
年
会
の
浄
財

で
記
念
品
を
贈
る
な
ど
、

そ
の
善
意
に
地
域
住
民
全

員
が
感
謝
し
て
い
る
。

新
川
且
了

産
炭
地
振
興
事
業
団
で
買
い
上
げ
が

決
定
し
て
い
た
二
鉱
ボ
タ
山
附
近
、
高

尾
団
地
の
造
成
工
事
起
工
式
が
、
十
一

月
八
円
現
地
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

筑
豊
地
帯
の
名
物
京
夕
山
．
そ
し

て
、
炭
鉱
一
本
に
た
よ
っ
て
い
た
水
巻

を
も
象
徴
し
て
い
た
こ
の
ボ
タ
山
が
一
つ
消
え
、

新
ら
し
い
水
巻
を
め
ざ
し
て
力
強
く
第
一
歩
が
踏

み
出
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

高
尾
団
地
の
総
面
練
は
約
六
百
二
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
十
八
万
七
千
坪
）
こ
の
う
ち
第
一
期
工
事
と

し
て
約
百
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
四
万
坪
）
の
団
地

造
成
が
来
年
三
月
ま
で
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
高
尾
団
地
は
約
三
分
の
二
が
北
九
州
市
、

三
分
の
一
が
水
巻
町
と
な
っ
て
い
ま
す
が
筑
豊
奥

地
の
産
炭
地
と
違
い
①
北
九
州
工
業
地
帯
に
隣
接

し
て
い
る
⑪
福
岡
地
帯
と
北
九
州
地
帯
を
結
ぶ
国

導
二
号
線
に
密
接
し
て
い
る
な
ど
の
立
地
条
件
に

恵
ま
れ
て
お
り
、
産
炭
地
振
興
事
業
団
と
し
て
も

工
事
完
成
後
の
土
地
利
用
に
多
く
の
期
待
を
寄
せ

町
振
興
計
画
実
現
へ
第
l
歩

「
高
尾
団
地
」
造
成
工
事
始
ま
る

と
　
き
　
十
一
月
二
十
七
円
（
口
）

と
こ
ろ
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

・
多
数
の
ご
参
集
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

起

工

式

十

一

月
八
　
目
　
に

て
い
ま
す
。

吉
田
北
九
州
市
長
も
「
こ
の
団
地
の
完
成
を
、

水
巻
を
含
め
た
北
九
州
西
部
地
域
開
発
の
口
火
と

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
事
実
、
今
町
で
計

画
も
て
い
る
口
炭
専
用
線
あ
と
を
利
用
し
て
の
南

北
従
貫
道
路
の
完
成
と
互
い
に
作
用
し
合
い
、
水

巻
町
再
開
発
の
導
火
線
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
工
事
の
水
巻
町
に
含
ま
れ
る
地
域
分
は
、

軽
量
骨
材
工
場
の
位
置
が
正
式
に
決
定
し
た
後
、

材
量
と
な
る
ボ
タ
を
取
り
な
が
ら
行
な
わ
れ
ま

す
。こ

の
間
地
造
成
工
事
に
よ
り
北
九
州
市
と
水
巻

町
の
接
近
度
は
急
激
に
ま
し
、
水
巻
町
振
興
計
画

も
実
現
の
緒
に
つ
い
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

町握輿計画実現の第一歩といえる高尾団地の起工式

県警音楽隊をよんで
水巻町

防犯組合大会を開催

民全員が組合員で

・
県
警
音
楽
隊
は
定
評
が
あ
り
、
童
謡

か
ら
流
行
歌
ま
で
多
彩
で
す
ば
ら
し

い
演
奏
を
ど
期
待
く
だ
さ
い
。

・
梅
の
木
地
区
で
は
県
警
日
楽
隊
の
パ

レ
ー
ド
も
い
た
し
ま
す
。

◎町内での住居の異動も、異動をした日から14
日以内に異動届けを出すことになっていま
す。

◎転居された方は、つぎのものをもって役場に◎届け出のときは新旧両仕層の世帯番号を確認；
届けられるようお願いします。　　　　　　　　してきてください。　　　　　　　　　　　．

一鉱の閉山に伴なって、社宅の異動や退職者
の方が家を建てての転居が増えています。しか

し、町内での異動だからと転居届けをしない万
が多く、役場からの通知書や郵便物など不明と
なるものが多くでています。
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民
生
由
豊
里
重
言
貝
に
相
談
を

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご
と
は

県
で
は
、
産
業
開
発
青
年
悌
良
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

産
業
開
発
青
年
隊
と
は
、
国
土
開
発

の
推
進
の
た
め
．
学
び
つ
つ
働
く
．
方

二
　
式
で
、
実
技
に
重
点
を
お

生
宿
の
さ
さ
え
と
な
っ
て
い
た
主
人
伊
佐
座
　
二

が
病
気
な
ど
で
働
け
ず
生
活
が
苦
し
福
住

い
、
就
職
の
こ
と
、
こ
ど
も
の
こ
と
、

宮
田
一

書
田
二
（
本

第230号

と
し
よ
り
の
問
題
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
柵
以
外
）
′
一
ノ

ざ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
み
、
自
分
吉
田
二
（
本

巻水報広昭和41年11月12日

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う

な
と
き
に
は
各
地
区
の
民
生
児
童
委
員

に
ご
相
談
右
T
。
そ
の
悩
み
の
解
決
方

法
の
相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
は
個
人
的
な
問
題
に

つ
い
て
は
固
く
秘
密
を
守
り
、
つ
ぎ
の

と
お
り
各
地
区
に
お
ら
れ
ま
す
。

担
当
地
区
　
住
所
　
　
氏
　
名

議
住
下
二
下
二
豊
沢
聾

村
の
み
）

吉
田
三
鯉
口

吉
田
三
車
返

頃
未
一
区

頃
末
二
区

頃
末
三
区

机
　
古
賀

新
生
街

樋
口
（
卯
月

以
外
）

二
吉
田
一

宮
田
二

言
些
一

吉
田
三

吉
田
三

頃
　
末

頃
　
末

頃
　
末

古
　
賀

樋
　
口

山
崎

古
橋

池
田

長
沢

松
川

三
吉

森
田

山
本

勇
畢
猪
熊

借
片
山
区

∴
‥
了

常
雄
吉
田
区

政
敬
遠
区

文
子
鯉
口
区

孝
雄
中
央
区

頼
生

樋
口
（
卯
月
）
　
樋
　
口

三
好
芳
太
郎

光
末
与
八
郎

宰
相
睾
代
大

出
利
葉
虎
雄

高
尾
区

二
社
区

古
賀
区

梅
の
木

梅
の
木

高
松
区

猪
　
熊

片
山
区

常
盤
区

吉
田
区

吉
田
区

一
社
区

鯉
口
区

中
央
区

高
尾
区

二
社
区

古
賀
区

梅
の
木

梅
の
木

高
松
区

三
頭
区
　
　
三
頭
区

穿空霊室諾宮西缶隻窒息悪宴昂若
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「産業開発青年隊員「を募集中

く
学
習
と
現
場
作
業
に
よ

る
実
習
訓
練
を
行
な
う
も

の
で
、
入
隊
し
て
一
年
間

、
規
律
あ
る
団
体
生
活
に

よ
る
訓
練
そ
っ
け
、
建
設

技
術
を
習
得
す
る
も
の
で

す
。応

募
者
は
、
昭
和
四
十

二
年
二
月
末
日
ま
で
に
、

県
農
地
開
拓
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

二
訓
練
場
所
　
山
門
郡

瀬
高
町
「
福
岡
県
産
業

開
発
青
年
隊
キ
ャ
ン

プ
」

三
訓
練
期
間
　
昭
和
四

十
二
年
四
月
中
旬
～
昭
和
川
上
二
年

三
月

三
、
訓
練
方
法
全
日
制
訓
練
（
一
般

教
養
、
建
設
技
術
概
説
）
中
央
訓
練

（
建
設
省
建
設
大
学
で
約
二
カ
月
）

実
地
訓
練
（
測
量
、
機
械
）

・
四
、
経
費
　
教
育
訓
練
に
必
要
な
経
費

は
県
負
担
、
生
活
費
は
本
人
負
担
。

五
、
必
要
睾
類
　
入
隊
申
込
番
、
町
長

推
せ
ん
書
、
履
歴
寮
、
誓
約
書
、
写

真
、
最
終
学
校
の
成
績
虹
明
書
、
身

体
検
査
、
適
格
証
明
書

※
こ
と
し
授
了
し
た
薩
貞
（
二
十
一

人
）
の
就
職
状
況
は
、
建
設
会
社
十

一
人
、
測
量
会
社
七
人
は
か
と
な
っ

て
い
ま
す
。

入
居
′
者
募
集
中

炭
鉱
離
職
者
向
け
県
営
住
宅

福
岡
県
で
は
、
昭
和
四
十
一
年
度
炭

鉱
離
職
者
む
け
県
営
住
宅
の
入
居
者
を

つ
ぎ
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

一
、
建
設
場
所
、
戸
数
、
家
賃

の
宗
像
郡
福
間
町
大
字
手
光

十
戸
　
二
千
九
百
円

∽
中
間
市
大
字
甲
間
字
扇
ケ
浦

十
五
戸
　
二
千
七
百
円

㈹
粕
尾
郡
志
免
町
大
字
志
免
坂
瀬

二
十
戸
　
二
千
三
百
円

用
大
牟
田
市
大
字
三
池
字
辻
ノ
前

五
戸
　
二
千
七
百
円

二
、
申
し
込
み
期
間

十
一
月
十
一
日
t
⊥
⊥
月
三
十
日

三
、
申
し
込
二
死

、
こ
の
住
宅
建
設
地
を
所
轄
す
る
公
共

職
業
安
定
所

四
、
入
居
資
格

川
県
内
に
住
居
、
ま
た
は
勤
務
場
所

患
者
す
る
者

∽
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
者

佃
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と

用
①
雇
用
促
進
事
業
団
が
貸
与
す
る

移
転
就
職
者
用
宿
舎
に
、
す
で
に

入
居
し
て
い
る
者
か
㊥
炭
鉱
離
職

者
臨
時
措
置
法
に
よ
る
炭
鉱
離
職

者
求
者
手
帳
を
有
す
る
者
。
ま
た

は
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
十
八
日

以
降
の
炭
鉱
離
職
者
で
、
公
共
職

、
、
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
就
職

し
、
同
所
長
が
入
居
を
推
せ
ん
す

る
者
。

五
、
月
収
二
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

「
年
金
相
談
所
」
を
開
設

［
は
㌫
…
識
…

国
民
年
金
法
が
大
改
正
さ
れ
た
の

を
機
会
に
「
年
金
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
を
こ
の
機

会
に
ど
う
ぞ
。

て
ど
ん
な
こ
と
で
も
」

口
　
程

十
一
月
十
七
日
　
吉
田
の
二
公
民
館

頃
末
　
役
場
別
館

十
一
月
十
八
日
　
樋
口
公
民
館

〇
時
間
は
い
ず
れ
も
十
時
か
ら
十
五

時
ま
で
。

町
役
場
が
優
勝

欝
鯛
抑
社
会
人
野
球
大
会

い
ま
は
国
民
皆
保
険

な
い
人
は
す
ぐ

国
民
皆
年
金
時
代
の
今
日
、
い
ず

れ
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し
て
い
な

い
場
合
は
、
や
が
て
年
金
を
受
給
で

き
る
年
令
に
な
っ
て
．
年
金
の
重
要

性
、
必
要
性
を
痛
感
し
て
も
、
も
う

遅
す
ぎ
ま
す
。

国
民
年
金
は
六
十
歳
ま
で
が
加
入

期
間
で
す
か
ら
い
つ
ま
で
も
未
加
入

の
ま
ま
で
い
る
と
、
年
金
を
受
け
る

「
国
民
年
金
」
　
へ

た
め
に
必
要
な
資
格
期
間
を
ほ
ん
と

う
に
満
た
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。あ

な
た
の
ま
わ
り
に
ま
だ
未
届
け

の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
の
手
続
き
だ
け
は
、
ま
ず

何
よ
り
も
早
め
に
す
る
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
期
間
満
た
せ
ず

受
け
ら
れ
な
く
な
る
老
令
年
金

三
十
四
歳
以
上
の
方
は
、
す
ぐ
加
入
を

老
命
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
と
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
免
除

一
定
の
加
入
期
間
と
保
険
料
を
納
付

し
た
期
間
が
必
要
で
す
。

こ
と
し
三
十
五
才
の
人
は
い
ま
す

ぐ
に
年
金
制
度
に
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
る
か
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

を
受
け
て
お
か
な
い
と
、
年
金
を
受

け
る
た
め
の
最
短
資
格
期
間
さ
え
満

た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

す
ぐ
役
場
窓
口
で
手
続
き
を
／

町
内
十
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
十
月

九
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
第
一
回
町

長
旗
争
奪
水
巻
町
社
会
人
野
球
大
会

は
、
十
月
二
十
三
日
高
松
球
場
に
お
い

て
準
決
勝
、
決
勝
の
三
試
合
を
行
な
い

役
場
職
員
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

決
勝
は
役
場
対
古
賀
球
友
、
過
去
四

勝
四
散
の
対
戦
成
績
を
も
つ
宿
敵
の
顔

合
わ
せ
と
あ
っ
て
試
合
は
一
段
の
熱

戦
、
役
場
工
藤
、
球
友
佐
藤
両
投
手
の

好
投
で
0
対
0
の
ま
ま
延
長
に
も
つ
れ

込
み
、
十
六
回
表
、
球
友
内
野
の
ミ
ス

に
役
場
が
好
運
の
決
勝
点
を
拾
い
町
長

旗
を
手
甲
に
収
め
ま
し
た
。

準
決
勝
に
勝
残
っ
た
役
輿
古
賀
球

友
、
日
本
地
所
、
目
炭
商
事
の
実
力
は

ま
っ
た
く
迫
中
。
一
点
を
争
っ
て
好

打
、
好
守
の
応
酬
に
応
援
や
見
物
に
集

ま
っ
た
人
々
も
「
だ
ら
だ
ら
し
た
プ
ロ

野
球
よ
り
、
よ
っ
ぽ
ど
お
も
し
ろ
い
ば

い
」
と
秋
晴
れ
の
言
嘉
秦
し
ん
で
い

ま
し
た
。

活
躍
し
た
萩
原
四
兄
弟

ヒ
サ
シ

日
炭
オ
ー
ル
で
鳴
ら
し
た
長
兄
古
さ

ん
以
下
古
賀
区
の
萩
原
と
い
え
ば
野
球

一
家
で
有
名
。
優
勝
戦
の
役
場
対
球
友

戦
で
三
男
徹
二
君
だ
け
が
役
場
、
古
、

英
晴
、
一
秋
の
三
兄
弟
は
球
友
で
括

躍
。
徹
二
君
役
場
シ
ョ
ー
ト
を
守
っ
て

の
好
守
に
兄
貴
風
を
吹
か
せ
ヤ
ジ
っ
て

い
た
古
さ
ん
た
ち
、
十
六
回
う
ら
二
死

の
ド
タ
ン
場
、
同
点
の
ラ
ン
ナ
ー
を
徹

二
君
の
好
判
断
で
、
三
塁
に
さ
さ
れ
ゲ

ー
ム
終
了
と
な
る
や
「
キ
サ
マ
、
今
日

は
家
に
入
れ
ん
ぞ
／
」
は
ひ
ど
い
。
こ

の
四
兄
弟
を
育
て
た
大
の
野
球
フ
ア
ン

の
父
親
の
市
太
郎
さ
ん
、
「
こ
ん
な
兄

弟
ゲ
ン
カ
な
ら
い
い
わ
い
」
と
ス
タ
ン

ド
で
に
や
に
や
。

優
勝
戦

役
　
場
　
1
－
0
　
古
賀
球
友

気を付けよう、火災の季節

全国火災予防週間

こ
と
し
も
火
災

期
を
む
か
え
、
十

一
月
二
士
ハ
ロ
か

ら
十
二
月
二
目
ま

で
、
全
国
一
斉
に

火
災
予
防
運
動
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら

火
災
予
防
に
つ
い

て
万
全
の
注
意
を

し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
私

た
ち
の
貴
重
な
財

産
、
生
命
を
守
る

た
め
、
い
っ
そ
う

火
災
予
防
に
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎
家
庭
に
初
期
消
火
の
た
め
の
家
庭
用

消
火
器
を
ぜ
ひ
l
一
本
。

◎
外
出
時
、
寝
る
前
に
は
、
今
一
度
火

気
使
用
場
所
の
確
認
を
／

◎
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
取
り
扱
い
上
の

注
意
事
項
を
よ
く
守
っ
て
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

◎
石
油
ス
ト
ー
ブ
用
白
灯
油
は
、
二
十

リ
ッ
ト
ル
以
上
の
買
い
だ
め
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

◎
家
庭
内
の
消
防
計
画
を
立
て
、
年
に

這
以
上
は
避
難
訓
練
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

※
火
災
予
防
期
間
中
は
毎
日
午
前
六
時

と
午
後
九
時
の
二
回
二
分
間
連
続

し
て
サ
イ
レ
ン
、
カ
ネ
が
鳴
り
ま

す
。
火
事
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

火
事
の
と
き
は

六
九
－
〇
一
一
九
番
へ

日
康
電
話
は
二
二
九
番
へ

駐
留
軍
関
係
の

離
職
者
へ

職
業
指
導
と
就
職

促
進
手
当
の
支
給

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法

が
七
月
四
日
付
で
改
正
憤
れ
、
つ
ぎ
の

必
要
条
件
各
号
に
該
蛍
す
る
駐
留
軍
関

係
離
職
者
で
、
公
共
職
業
安
定
所
の
措

定
を
受
け
た
人
に
は
　
①
職
業
指
導
を

す
る
　
⑨
就
職
促
進
手
当
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

希
望
者
は
、
至
急
近
く
の
公
共
職
業

安
定
所
へ
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
条
件

1
昭
和
三
十
九
年
一
月
一
日
以
降
に
お

い
て
、
人
員
整
理
に
よ
り
離
職
し
た

者
で
あ
る
こ
と
。

2
駐
留
軍
関
係
労
務
者
と
し
て
一
年
以

上
在
職
し
て
い
た
こ
と
。

3
労
働
の
意
思
と
能
力
を
有
す
る
こ
七

4
離
職
日
以
降
安
定
し
た
職
業
に
つ
い

た
こ
と
の
な
い
こ
と
。

．壷．．＿患－：‾ii二、－∵＿・整
小さな不注意　大きな事故へ

火

薬

類

製

造

取
扱
保
安
責
任
者
試
験

楽
し
い
社
会
は

も
め
ご
と
の
解
消
か
ら

皆
さ
ん
、
皆
さ
ん
は
家
庭
や
仕
事

三
宅
地
や
建
物
の
問
題

三
、
貸
、
借
り
、
売
か
け
の
こ
と

四
、
交
通
事
故
の
後
仕
末

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ

つ
ぎ
の
と
お
り
無
料
で
調
定
相
談

会
を
い
た
し
ま
す
。
ど
遠
慮
な
く
ど

う
ぞ
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

の
上
の
こ
と
で
、

現
在
困
っ
た
り
悩

無
料
、

ん
だ
り
し
て
い
る

こ
と
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
か
－
。

た
と
え
ば

一
、
家
庭
の
い
ざ
こ
ざ

調
定
相
談
会
の
開
催

十
一
月
二
十
六
日
町
民
館
会
で

を
解
決
す
る
の
に
も
っ
と
も
よ
い
方
出
席
者

法
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か

十
一
月
二
十
六
日

十
時
か
ら
十

六
時
ま
で

場
　
所水

巻
町
民
会
館

折
尾
調
定
協
会
調
定
委
貞

折
尾
簡
易
裁
判
所
係
員

昭
和
四
十
一
年
度
火
薬
類
製
造
、
取

扱
保
安
責
任
者
試
験
が
つ
ぎ
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
。

一
、
受
験
資
格

学
歴
、
性
別
な
ど
に
制
限
は
な
い
が

年
令
は
十
八
才
以
上
の
こ
と
。

二
、
試
験
方
法

試
験
は
、
学
科
試
験
、
面
接
に
よ
る

人
物
試
験
。
試
験
科
目
は
つ
ぎ
の
と

お
り
。

1
甲
種
お
よ
び
乙
種
火
薬
類
取
扱
保

安
責
任
者
試
験

の
火
薬
類
取
り
締
ま
り
に
関
す
る

法
令

の
一
般
火
薬
学

2
丙
種
火
薬
類
製
造
保
安
責
任
者
試

験の
火
薬
類
取
り
締
ま
り
に
関
す
る

法
令

川
信
号
場
管
・
信
号
火
せ
ん
、
ま

た
は
煙
火
製
造
保
安
管
理
技
術

的
一
般
教
養
科
目

三
、
円
時
・
場
所

1
学
科
試
験
　
土
方
十
一
円
　
福

岡
教
育
会
館

2
面
接
　
十
二
月
十
二
十
二
円

四
、
受
付
期
円

十
一
月
十
一
円
～
十
一
月
十
七
円

五
、
申
し
込
み
先

福
岡
県
庁
商
工
水
産
部
商
工
第
二
課


